
「管理水準」及び「登山者の心得」の普及の現状と課題 

 

（１） 管理水準および登山者の心得の普及の目的 

 

管理者が管理水準を保つことと、利用者が登山の心得を守ることによって大雪山国立公

園において持続的な自然環境の保護と利用の確保を図ることを目的とする。 

（「大雪山国立公園登山道管理水準と登山の心得」より） 

 

 

登山道管理水準と登山の心得の関係 

                                出典：大雪山国立公園登山道管理水準と登山の心得 

    

（２） 現状と課題 

現状 

・ 登山の心得を含め一般登山者への周知が進んでいない。 

・ 関係団体の管理水準等の認知度は 4割程度、活用はわずか 2団体。 

・ 現在の広報方法は冊子の作成及びホームページへの掲載。 

 

 ◎第 1 回検討会での各委員からの意見 

  現状について 

・ 管理水準を作成した後にそれらが案内板や地図、ガイドブック等にあまり反映されず、普及面

でのフォローアップや周知が十分でなかった。 

・ AⅡや BⅠ といった水準が利用者には理解しにくい。 

・ 各ルートのランクを地図上に反映させるというのは難しい。 

・ 利用者側の立場として、率直なところ管理水準については利用者にとっては全く関係なく、利

用者は各登山道の初級、中級、上級程度のレベル分けにしか興味がないと感じる。また、保護

ランクの高かさや自然の脆弱性等にはあまり関心がないように思われる。 

・ 管理水準を再検討して利用者に普及させるのはよいと思うが、現時点では利用者側には興味が

わかないと思う。 
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普及にあたっての課題について 

・ 利用者にはもっと簡単な方法で見せて、それをガイドブックや地図で普及させる必要がある。 

・ 9 つのマリックスが表示された地図をシンプル化して、どのように全国の国立公園で統一化

を図っていくべきかという論点が必要ではないか。スキー場ではゲレンデのレベルが国際基

準で分けられており、それを国立公園でも応用できればよいのではないか。 

・ 登山道の管理水準を検討するという裏側に、人間（利用者）を管理する必要があるのではな

いかと思う。利用者にも資格とまではいかないものの、級分けのようなものがあってもよい

のではと思う。標識をレベルに応じて色を変えて、利用者のレベルに沿った利用を促し、登

山道の荒廃状況や自然保護、遭難対策等を考慮した上で人の管理をしていくという発想が必

要ではないか。 

・ 海外の事例も収集して参考とすることも必要なのではないか。 

 

今後の検討課題 

① 利用者向けのわかりやすい表示方法の検討 

  一般の利用者が直感的に理解できるような見せ方の検討が必要 

 

・管理水準を反映させた利用者向けのわかりやすい簡略化したレベル区分の検討 

・作成したレベル区分の表現方法（ピクトグラム等）の検討 

 

 

② 情報の公開及び普及方法の検討 

利用者に広く普及させるための方法の検討が必要 

 

・公園内の案内板、標識類の表示方法及び整備の検討（外国人利用者へも対応） 

・利用者への情報提供のためのガイドブックや地図、インターネットへの掲載内容・方法 

 

  

   

 

 

  



事例紹介 

１、ニュージーランド 

 管理する登山ルートを難易度に合わせて 6段階に分けてピクトグラムを作成し、公園内の道標や

地図への明示、インターネット上で公開を行っている。また、管理するすべての登山道がレベル分

けされていることから、ピクトグラムがガイドブックや地図に幅広く利用され、情報源による同ル

ートでの難易度表記の相違も少なくなる。 

 また、インターネット上で、エリア内のすべてのルートとそのレベルが公開されていることから、

利用者が自分に見合ったルートを事前に調べることが可能。 

 

 

上左図：難易度別に分けられた 6 段階とそれ

を表すピクトグラム。 

上左図：各ルートの概略の紹介とルートの難

易度をピクトグラムで明示。 

下写真：登山口に設けられた案内板。難易度、

所要時間、禁止事項が簡潔に明示。 

出典: Department of Conservation HP 



２、スイス 

整備されている登山道を難易度別に３つグレードに分け、道標の色・デザイン変えることによっ

てわかりやすく明示している。 

また、インターネット上で、エリア内のすべてのルートとそのグレードが公開されていることか

ら、利用者が自分に見合ったルートを事前に調べることが可能。 
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レベル別の道標 

 

 

  インターネット上でルートが表示され、各ルートをクリックすると詳細情報が明示され、利用者が

自分に合ったルート選択することが可能。 

 

出典: SwitzerlandMobility website 


